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『協働通信』は、「刃F覇市協働によるまちづくり推進協議会 ～なはおせっかいワクワク隊～ 」の行う事業の一環として

発行しています。

☆ 校区まちづくりを考えるゆんたく会 開催 ☆
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校区まちづ くり

ゆんた く会

H30.8。 31開催

を考える

校区まちづくりを考えるゆんたく会では、協働大使のLしさまはもちろん、今ある既存の検区

まちづくり協議会・準備会、またこれから立ち上げたいと思っていらっしゃる曽様が、花金&
夕飯時のたいへんお忙しい中で、総勢 I14名 のLし様がご参加下さりました～ (ヾ≧▽≦)′

たくさんの協働大使の普様とお逢いできる機会がありましたこと、熾より感謝申し上げます。

ありがとうございましたI校区まちづくりを考えるゆんたく会の詳細は、3～ 6ページにもござ
います♪ぜひ、ご覧くださいませ<(__)>
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おめでとうございます
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☆ 機睡嵐為づ≦甥警奢え鍮ゆぬぬ庶会 9☆
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8月 31日 (金)なは市民協働プラザにて校区まちづくりを考えるゆんたく会開催 しました。

者
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様のご協力のおかげで、当日は I14名 と多くの者
しさんがご参加くださり、城間幹子市長とゆんたく

タイム 。まちづくり協働推進課 又吉課長講話・各校区まち協の I分間紹介、ワークショップなどなど

盛りだくさんのゆんたく会 となりました (ヾ≧ ▽≦)メ趙より感謝ですヽ(^oA),ぁ りがとうございます♪
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『 平成 30年那覇市民憲章推進協議会
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協働によるまちづくり推進協議会

銘苅 春雄 会長 挨拶
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実屁究者表彰』が市役所で行われ、協働

大使の大城俊雄さん。上原美智子さん

が表彰授与されました。大城さんは長

年ラン着生で環境整備に取り組み、那

覇市内はもちろん、沖縄県内で活躍さ

れております。おきなわ花と緑の名所

100選にもなっています。上原さんは、

1年 364日 と元旦以外毎日ラジオ体

操を地域で長年行い、健康長寿に寄与

され、兎には多岐にわたり貢献されて

だります。おめでとうございます。
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企画委員会☆ ☆運営委員会☆ H30年 10月 i3日 (■i)|

健 康 ウォーキング まちま

～い那覇 コースを開催 い |
たします。午前9時 45分 |

美 栄 橋 駅 前 広 場 集 合 !

詳細 は添付チラシをご覧

下さいませ ♪

那覇こども大綱引きまつり
H30J子 10月 21 日

(日 )

i3時～17時

サンシャイン通り会開催
250名様に当たるお菓子

ドリンクプレゼントもあり♪
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大城俊雄さん 上原美智子さん

校区まちづくり協議会って何メェ～?頌淋

校区まちづくり協議会とは、校区内で活動する自治会、PT(C)A及び地域で活動する

個人・企業・事業所など、地域の全ての方々で構成する団体が、それぞれの目的や活動を

尊重し合い、緩やかに連携・協力し、合意形成を図り、地域の課題解決を行っていきます。

H22年度から事業が始まり、これまで与儀・石嶺 。若狭・銘苅・曙・仲井真小学校区で事

業実施中、H30年 4月 には城西小学校区が加わりました。また、 10月 には小禄商小区も

,

予定 となっております。
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先日行われた校区まちづくりを考えるゆ

んたく会の振り返り、今後の校区ごとの

ゆんたく会開催について話し合い♪

次回 10月 23日 (火)15時～

小学校区・環境部会。子ども部会。まち

ま～い etc.当 協議会で行われる事業を

時には真剣に時には笑顔で話し合い♪

次回 10月 25日 (木)15時～
引き続き次のページも校Eゆんたく会コーナー となります<(__)>
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第 70号 新秋特別号 平成 30年 +0月 5日 (4) 第 70号 新秋特別号 平成 30年 +0月 5日 (5)

・子どもたちとのつなが りを強 くしたい !

I 那覇 こども大綱引まつり(発祥地 )

2 夏休みラジオ体操

・ お年寄りとのつなが りを深めたい !

見守 り、ゆんたく会など。

・ まち全体のつなが りをつくりたい !
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身近な地域でこれからできる。もしくは既存の校区まちづ

くり協議会に対して「何ができるか」「何をしてみたいか」

等、協働大使の普さまが、改めて地域の曽さんとつながり、

笑顔でゆんたくしたグループワークの様子をご紹介します。

く期待したいこと〉

。人材育成 ・人集め ・子育て世代

。PTAの参加 ・世代をつないでいく

(何ができるのか? 何がしたいか?〉

・子ども食堂 (大人も集まれる拠点)

・昼間空いている場所活用 (居酒屋)

・職人活用 (瓦・ ムーチーづくり)。 優先順位 (子 ども関係 )
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・アパー トの人が自治会に加入してもらいたい。

・横の連携を強化 したい。

・高齢者の見守りをやりたい。

・若い人の加入に務めたい。

・ PTAと 小学校 。地域の人が交流できる場が蜂妻・

・学校周辺の花いっぱい運動。

・通学路にらんの花をもっと増やしたい。

・天久ピアザ自治会、班長の成り手がいない。

・都市型の白治会は参加する方が少ない。

・木の剪定をしてほしい。(市長にお願いした)

・地域ボランテイアが花植え

・神原小学校区を作りたい。防災訓練。

・泉崎 ⇒ 独居老人多い⇒ 白治会に加入しないと孤立。

・班長さんは集金 したり、お世話をする。ホウショリi00円。
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。(三青会もあるが 。・・)25年が活動中!!← なぜ変わるのか?

との意見もある。白治会もあるが 。・・。

・まち協になれば活動充実の¥資金が(Au^)(50万 ほど)

地域の酒屋さんも活用して交流。

・石嶺委員会・部会でll青報交換会が活発 (自 治会が部会である)

若者に参加してほしい !!(子育てで忙しい人をまきこみたい)

・自治会の連絡会は校区ごとに集まっている !↓ (ま ち協などで)

・転入者でも青年会や自治会と交流出来る機会が欲 しい

。元々ある比翔会などの活動の基盤がある (石嶺)
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第 70号 初秋特別号 平成 30年 +0月 5日 (7)
第 70号 新秋特別号 平成 30年 +0月 5日 (6)
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☆ 校匡まちづ《期を考えるゆんた《公 3☆

く何が出来るのか?〉

青少年舞台育成プログラム

☆瑕城ゆたたく会☆
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木・土・ 日

自己表現・解放

く何がしたいのか?〉

水鳥・湿地センター

水鳥湿地センターにて、長

嶺センター長の木道散策

説明を受けながら、周辺の

自然に触れ、かにやムツゴ

ロウなどの生き物を見つけ

ると大人も子供も大はしゃ

ぎでした月最後は、グルー

プワークで環境と観光と健

康を多くの人と考える機会

となり、有意義な時間とな

りました♪

2018.09。 08(上 )

|

環境出前講座

与儀小学校

|

与儀小学校にて 4年生の曽

さんと保護者も交え、環境出

前講座が行われました。

今回は、新たな試みで、与儀

小学校区まちづ くり協議

会・那覇市の職員も一緒に、

環境ゆんたく部会の大使の

曽さんとまさに協働 となる

講座となりました♪

2018. 09.14 (金 )

子ども部会では、以前社協の城間えり子

さんをお招きし、子ども連の居場所。私違

にできる事等学ぶ機会がありました。それ

を機に今後、未来を担う子ども達の為に

ゆんたく交流&勉強会などを行つていき

たいと思っております。ご興味ある方は、

ぜひご参カロ下さいませ♪

10月 18日 (木)i5時～

なは市民協働プラザ3F会議室③
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・地域特性を掘り起こして活動に生かす。

歴史を紹介し次世代へつなぐ

・地域企業との連携がまだ弱い。

もっと繁がりを持って地域の活性化につなげたい。

・クルーズ船 ⇒ クルーと地域住民との交流

・岩狭小学校 ⇒ 2年後に建て替え予定。

新しくできる学校を地域の避難所に11

・自分がやりたいことを見つける

く期待したいこと〉

。人と繋がる。,このよりどころがある。

社会参加できない人

若者たちの悩み・疾患
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第 70号 初秋特別号 平成 30年  十O月 5日 (8)

名前 :宮内 勇人 (みやうち ゆうと)主任主事

市教育委員会 28年、市役所 8年の勤務を経て、昨年遅職し、

再任用として、なは市民活動支援センターでの勤務 2年 目になりました。

専門は、教育行政の社会教育、中学校の理科、野球といったところです。

はいさい。ちゆううがなびら。はな市民活動支援センターの

宮内勇人やいび一ん。今日は、人材データバンクの話しをさせて

いただきます。昨年の II月 にアンケー トを行い、ボランティア

登録のご依頼をさせていただきました折には多くの協働大使の皆様

きましたことをあらためて感謝申し上げます。

9月 I日 現在、協働大使 45人、一般の方 16人、計 61人の方がボランテイア登録

いただいております。

なは市民活動支援センターでは、今後、 PTAや 自治会、公民館のサークル等に呼び

かけて、さらにボランテイア登録を働きかけていくと同時に、ボランティアを発要 とす

る団体の声も拾い上げていくことにしております。

情報提供の中じむになる「なは市民活動支援センターのホームページ」にも新しく改正

した実施要綱 と申込みの様式などを掲載 しておりますので、ぜひ、協働大使の皆様にお

かれましても一度ご覧になっていただき、知 り合いの方々に、情報を広げていっていた

だければ幸いに存 じます。

また、何かを指導できるとか特技があることも大切ですが、清掃活動に参加するとか、

登下校の時間に散歩 して児童生徒の見守りをするとか、様々なボランティアがあると思

いますし、多くの方々がすでに何らかのボランティア活動をされてきたものと思います。

今回、わたくしどもが進めておりますのは、そういった個々、それぞれの矢口り得る

範囲において、様々な機会をとらえて行われてきたものを、総合的に情報が行き来する

プラットフォームを整備 して、ボランテイア情報を集約 して提供 していくことを目指 し

ております。これは、「ひと つなぐ まち」のひとつの具体化でもあります。

さらに申し上げますと、これは、単なるボランティア活動の推進施策ではありません。

助け助けられるまちづくり、笑顔と感謝のパスをまわす、人の顔が見える、温かい那覇

のまちづくりの大きな仕組みづくりの一つととらえております。

このような思いにご理解をいただき、ぜひ、また、多くの曽様がボランティア登録を

ご検討いただきますとともに、助けてというボランティアを求める団体の声を拾いあげ

ていくことにご協力を賜りますようお願い申し上げます。気がつけば夏も終わりに近づ

き、秋めいた空気の中で、那覇まつりに備えた旗頭の鉦やボラの音が聞こえてくる季節

になりました。那覇がひとつになる、また、そんな空気をしっかり感 じられる季節に、

曽様 が ます ます ご健勝 で ご活躍 され ます こ とを ,む か ら祈 念 申 し上 げます。

いっペーにしS、 ぇ―で一びたん。  2018。 9 宮内 記

発行 :那覇市協働によるまちづくり推進協議会 那覇市銘苅2-3-i3階
TEL/FAX 955-2282 MAIL:kyOudoutaisiOgmait.com
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